
防
災 

ま
め 

知
識

ま
め

台
風
を
知
ろ
う

　

毎
年
、
こ
の
時
期
は
台
風
が
発

生
し
や
す
く
、
台
風
の
影
響
に
よ

り
、
全
国
各
地
で
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

そ
ん
な
台
風
に
つ
い
て
の
知
識
を

紹
介
し
ま
す
。

台
風
と
は

　

台
風
と
は
、
熱
帯
の
海
の
上
で

生
ま
れ
た
低
気
圧
で
す
。
そ
の
熱

帯
低
気
圧
の
う
ち
、
最
大
風
速

（
10
分
間
平
均
）が
お
よ
そ
17
ｍ／

ｓ
以
上
の
も
の
を「
台
風
」と
呼
び

ま
す
。

台
風
の
発
生
す
る
場
所

　

台
風
は
、
一
年
中
暑
い
熱
帯
地

方
で
あ
る
北
緯
５
度
か
ら
20
度
ほ

ど
の
海
上
で
も
っ
と
も
多
く
発
生

し
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
の
海
は
他

の
場
所
と
比
べ
て
海
水
の
温
度
も

高
く
雲
が
多
く
、
台
風
が
渦
を
巻

く
力
も
あ
る
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
発
生
し
た
台
風
が
ど
こ

に
存
在
す
る
か
に
よ
っ
て
呼
び
方

が
変
わ
り
ま
す
。

【
サ
イ
ク
ロ
ン
】

　

イ
ン
ド
洋
、
南
太
平
洋

【
ハ
リ
ケ
ー
ン
】

　

太
平
洋（
赤
道
よ
り
北
で
、
東

経
１
８
０
度
よ
り
東
）、
大
西
洋

【
台
風（
タ
イ
フ
ー
ン
）】

　

東
ア
ジ
ア
周
辺
の
太
平
洋

そ
の
26

最
後
に
…

　

台
風
は
、
毎
年
必
ず
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
日
本
に
上
陸
し
て
き
ま

す
。
知
ら
な
い
間
に
、
台
風
慣
れ

し
て
、
ど
う
せ
そ
れ
る
だ
ろ
う
、

直
撃
は
な
い
と
甘
い
考
え
に
な
り

が
ち
で
す
。
台
風
が
怖
い
の
は
、

周
り
の
環
境
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
違
う
個
性
を
持
っ
た
台
風
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
時

そ
の
時
の
気
象
情
報
を
確
認
す
る

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

●
台
風
の
強
さ
と
大
き
さ

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
防
災
情
報
係（
32
）３
１
１
１ ※ 強風域…風速15ｍ/ｓ以上の強

い風が吹いているか、地形の
影響などがない場合に吹く可
能性のある範囲

大きさの階級分け

階級 強風域の半径

大型 500km以上～
800km未満

超大型 800km以上

強さの階級分け

階級 最大風速

強い 33m/s以上～
44m/s未満

非常に強い 44m/s以上～
54m/s未満

猛烈な 54m/s以上

御
代
田
町
消
防
団

　

小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
等
を
整

備
し
ま
し
た
。

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

で
あ
る
、
公
益
財
団
法
人
長
野
県

市
町
村
振
興
協
会
の
地
域
活
動
助

成
事
業
を
活
用
し
、
御
代
田
町
消

防
団
の
備
品
を
宝
く
じ
に
よ
る
助

成
金
で
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
、

地
域
防
災
活
動
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

宝
く
じ
に
よ
る

宝
く
じ
に
よ
る

助
成
金
で
備
品
を

助
成
金
で
備
品
を

整
備
し
ま
し
た

整
備
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課
地
域
振
興
係

 

（
32
）３
１
１
２

　

農
業
者
が
新
た
な
設
備
を
導
入
す
る

際
に
は
、
資
金
調
達
方
法
だ
け
で
な
く
、

経
済
性
等
経
営
全
般
に
つ
い
て
見
極
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
び
、
設
備
投

資
を
希
望
す
る
農
業
者
を
対
象
に
、
総

合
的
に
農
業
経
営
の
改
善
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

場
所
・
日
時

①
佐
久
合
同
庁
舎
４
０
２
会
議
室

　

11
月
６
日（
火
）午
前
９
時
30
分
〜

②
小
海
町
役
場
２
階
小
会
議
室

　

11
月
９
日（
金
）午
前
９
時
30
分
〜

対
象
者

　

近
い
将
来
新
た
な
設
備
投
資
を
予
定

し
て
い
る
佐
久
地
域
在
住
の
農
業
者

定
員　

各
会
場
５
〜
６
名
ま
で

　
　
　

事
前
申
込
制
に
よ
る
個
別
相
談

　
　
　
（
相
談
者
１
名
当
た
り
約
１
時
間
）

農
業
経
営
者
総
合
サ
ポ
ー
ト
事
業

「
佐
久
地
域
農
業
経
営
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す

　

６
月
に
県
内
で
、
平
成
29
年
秋
以
降

に
県
外
か
ら
導
入
さ
れ
た
り
ん
ご
の
苗

木
か
ら
、
特
効
薬
に
耐
性
を
示
す「
黒

星
病
」の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
耐
性
菌
が
ま
ん
延
す
る
と
、
り
ん

ご
の
栽
培
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

黒
星
病
は
、秋
以
降
雨
が
多
く
な
る

と
再
び
発
生
が
増
加
し
ま
す
の
で
、果
樹

農
家
に
限
ら
ず
、苗
木
を
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
購
入
し
、趣
味
や
自
家
用
で

栽
培
す
る
方
に
つ
い
て
も
、黒
星
病
の
発

生
が
な
い
か
定
期
的
に
確
認
し
、黒
星
病

の
発
生
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、速
や
か
に

佐
久
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

注
意
喚
起
!!

リ
ン
ゴ
黒
星
病
の
発
生
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

相
談
内
容

　

新
た
な
設
備
投
資
に
当
た
っ
て
の
制

度
資
金
の
活
用
、
法
人
化
、
各
種
事
業

な
ど

費
用　

無
料

対
応
者

　

佐
久
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
佐

久
地
域
振
興
局
農
政
課
、
関
係
金
融
機

関
な
ど

申
込
方
法

　

10
月
26
日（
金
）ま
で
に
、
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

佐
久
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

担
い
手
・
経
営
係

 
０
２
６
７（
63
）３
１
４
６

問い合わせ先
　佐久農業改良
　普及センター地域第二係 0267（63）3168
　産業経済課農政係 （32）3113

黒
星
病
の
特
徴

みよた広報 やまゆり　みよた広報 やまゆり　20182018年年1010月号 月号 （（1818））　　



（
広
告
欄
）

≪油漏れ事故が多発しています≫
● 灯油など漏らしてしまうと火災の危険はもちろん、流れだした油により土壌汚染や
地下水汚染を起こします。また、河川に流れ込むなどして環境に大きな影響を与え
ることにもなります。

≪次のようなことがあれば要注意≫
● ホームタンクや配管にさびや破損はありませんか？
● 配管は折れ曲がっていませんか？
● タンクや配管に油のにじみなどはありませんか？
● ホームタンクの脚部はしっかり固定されていますか？
● 燃料ゲージの減りがいつもより早くありませんか？
● 防油堤の水抜き栓やバルブは閉じていますか？（常時閉止）
異常を見つけたら、ただちに使用をやめて点検修理をしてください。

≪次の事にも注意しましょう≫
● 除雪や草刈りで配管を傷をつけな
いようにしましょう。
● 氷や落雪による配管の破損に注意
しましょう。
● 給油の最中は、その場から離れな
いようにして、やむを得ず離れる
場合はバルブを閉じてください。

御
代
田 

御
代
田 

問
い
合
わ
せ
先　
佐
久
広
域
連
合
御
代
田
消
防
署（
32
）０
１
１
９

 油の漏洩・流出事故に注意

※油を漏らしてしまったり、発見したときは御代田消防署、役場へご連絡ください。

『忘れてない？  サイフにスマホに火の確認』

平成30年度 全国統一防火標語

現場を離れ
灯油漏えい！

（（1919）） みよた広報 やまゆり　 みよた広報 やまゆり　20182018年年1010月号月号


